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1．微分係数，導関数 

0

( ) ( )'( ) lim
h

f a h f af a
h→

+ −
=  

0

( ) ( )'( ) lim
h

f x a f xf x
h→

+ −
=  

 
2．基本公式 
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3．基本公式 

(1) 和・差，実数倍 
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(2) 積・商 

{ ( )f x g ( ) }' '( ) ( ) ( ) '( )x f x g x f x g x= +  

 
{ }2

'
( ) '( ) ( ) ( ) '( )
( ) ( )

f x f x g x f x g x
g x g x

  −
= 

 
 

特に 
{ }2

'
1 '( )
( ) ( )

g x
g x g x

  −
= 

 
 

(3) 合成関数  
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(4) 逆関数 
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4．変数の変更 

(1) 媒介変数表示 
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(2) 陰関数（1変数関数） 

( )y f x= が ( , )y F x y= で与えられてい
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5．高次導関数 
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6．接線の公式 

( )y f x= 上の点 において ( , ( ))a f a

(1) 接線の方程式 
( ) '(y f a f− ))(a x a= −  

 
(2) 法線の方程式 
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7．平均値の定理 

(1) ロールの定理 

 関数 ( )f x が [ ],a b で連続， ( ),a b で微分
可能なとき， ( )f a 0= ， ( )f b 0= ならば 
   '( ) 0 ( )f c a c b= < <  
となる cが少なくとも一つ存在する。 

(2) 平均値の定理 

 関数 ( )f x が [ ],a b で連続， ( ),a b で微分
可能なとき 
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となる cが少なくとも一つ存在する。 

 

(3) 平均値の定理（拡張） 

 関数 ( )f x が [ ],a b

( )a f

で連続， で微分

可能なとき 
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8．関数の増減と極値 

(1) 関数の増減 
'( ) 0f x > である区間で ( )f x は単調増加 
'( ) 0f x < である区間で ( )f x は単調減少 

 
(2) 極値の必要条件 

( )x x a=f が で極値をとり微分可能であ

るとき， '( )f a 0=  
 
9．第 2次導関数の応用 

(1) 第 2次導関数の符号と極値 
'( ) 0, ''( ) 0f a f x= > fのとき )(a は極小 
'( ) 0, ''( ) 0f a f x= < のとき )(f a は極大 

 
(2) 曲線の凹凸 

''( ) 0f x > である区間で ( )f x は下に凸 
''( ) 0f x < である区間で ( )f x は上に凸 

 
10．漸近線 

(1) x軸に垂直な漸近線 
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(2) x軸に垂直でない漸近線 
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直線 by ax= + は漸近線 
このとき 
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